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名称 健康保険組合連合会 神奈川連合会

所在地 横浜市中区尾上町4-47リスト関内ビル6F

加盟健保数 76健保
（内従たる事務所 1） 内 単一健保 58健保

（内従たる事務所 1）
内 総合健保 18健保

被保険者数 830.9千人 被扶養者数 727.6千人 加入者数 1,558.5千人

平均健康保険料率
（H30年度決算）

93.09‰ 平均介護保険料率
（H30年度決算）

15.26‰

平均標準報酬月額
（H30年度決算）

401,412円 平均賞与額
（H30年度決算）

1,320,017円

経常収入
（H30年度決算）

4,579億円 経常支出
（H30年度決算）

4,438億円 経常収支
（H30年度決算）

141億円

■神奈川連合会プロフィール

1

尾上町交差点角
リスト関内ビル6階
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≪特定保健指導実施率≫

・2017年度の実績は加盟76健保平均22.1%

⇒健保連全国平均に比べ0.7%程高いものの、国の目標である55%（総合健保は45%）に

大きく届かない状況。

⇒健保毎の実施率は0.0%～72.0%と幅があり、このまま

ではR2年度は76健保中29健保がﾍﾟﾅﾙﾃｨｰ（後期高

齢者支援金の加算）の対象になる。

≪課題と対応の方向性≫

・実施率の向上

⇒ﾍﾟﾅﾙﾃｨｰ対象健保の底上げ・・・中小健保も実施しやすい事業

・成果とｺｽﾄのﾊﾞﾗﾝｽ

⇒確実な成果･･･ﾌﾟﾛｾｽ型から成果重視型のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

⇒実施率向上による費用負担増の抑制･･･実施単価の低減
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全国 健保連 神奈川連合会

H29年度特定保健指導実施率

導入の背景･･･現状と課題
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≪ﾓﾃﾞﾙ実施の導入理由≫

・ﾘﾋﾟｰﾀｰ含めた参加のしやすさ

⇒実施期間短縮（6ｹ月→3ｹ月）による参加抵抗感の低減

⇒実績のある減量ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（ﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾀﾞｲｴｯﾄ）の活用

･･･▲2㎏・▲2cmを目標に、１回/週の体重・腹囲の測定・記録のみ

・自らが行動変容することを促すﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・・・継続支援なし

・単価19,800円/人の実現･･･共同保健事業での展開

≪実施状況≫

・2017年度は厚労省の「ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ推進事業」を活用し、ﾄﾗｲｱﾙ事業として5健保114名（積極

的支援）対象の内、100名の参加で実施。

・その実績を確認の上、2018年度は正式な共同事業として9健保（他県健保含む）約400名を

対象に実施中。
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ﾓﾃﾞﾙ実施の概要
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更に▲2㎏・2cm達成
でもｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞあり
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A B C D E 合計

2017実施率実績 0.6% 18.3% 4.7% 20.1% 2.3%

ﾓﾃﾞﾙ実施参加者数（人） 29 41 6 2 22 100

▲2㎏・2cm達成者数（人） 15 20 3 2 14 54

達成率 52% 49% 50% 100% 64% 54%

2018年度の実施結果
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ご参考
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ご清聴ありがとうございました


